Page 3, 2/23/2007, 3:00 PM, Select Lesson 2～ 評価基1 

Select Lesson 2 評価規準

①聞くこと
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・休日の過ごし方に関して積極的に相手から情報を得ようとする意欲を示している。

・相手の発話に耳を傾け理解しようと努力する姿勢が見られる。

（コミュニケーションの継続）

・「聞いている」という意思表示を視線、表情、ジェスチャーなどで示すことができる。

・きかれた質問に対して、答えを準備したり、聞き返したり、間を置く表現を使ったりして適切に反応しようとしている。

●表現の能力

●理解の能力
（正確な聞き取り）

・HowやWhatで始まる疑問文を聞いて、休日の過ごし方に関する内容を正確に理解することができる。

・Checkで聞いた質問の意味を正しく理解している。

・LISTENINGで使用されている休日の過ごし方の英語をきいて内容を正しく理解できる。

・Challenge!!（オプション）のACTIVITIES(2)を聞いて、内容を正しく理解している。

（適切な聞き取り）

・通常の休日の過ごし方をたずねる表現を聞いて、キーワード（How do you spend～?）を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

・通常の休日の過ごし方を答える表現を聞いて、キーワード（I usually play～）を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

・過去の休日の過ごし方をたずねる表現を聞いて、キーワード（What did you do～？）を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

・過去の休日の過ごし方を答える表現を聞いて、キーワード（I played～）を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

・休日の過ごし方の予定をたずねる表現を聞いて、キーワード（What are you going to do～?）を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

・休日の過ごし方の予定を答える表現を聞いて、キーワード（I’m going to～）を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

●知識・理解

（言語についての知識）

・tennis, shopping, weekendは、第1音節を強く発音することを知っている。

・again, before, repeatは、第2音節を強く発音することを知っている。

・Saturday, usually beautifulは、第1音節を強く発音することを知っている。

・通常の休日の過ごし方をたずね、答える表現を知っている。

・過去の休日の過ごし方をたずね、答える表現の意味を知っている。

・休日の過ごし方の予定をたずね、答える表現の意味を知っている。

（文化についての理解）
・How do you spend your free time?という表現は、趣味をたずねているのと同じであることを知っている。

②対話すること
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・休日の過ごし方を相手に伝えようとする意思を示している。

・教科書p.104に掲載されているような相槌表現を使って、相手の発言に反応し、関心を示す。

（コミュニケーションの継続）

・教科書p.15のSPEAKING活動やp.16のINTERVIEW活動で、相手がうまく言えないときや相手が正確に聞くことができないときでも、別の表現を使うなど工夫して対話を継続しようとしている。

●表現の能力

（正確な対話）

・単語の発音の強弱を正しく使い分けることができる。

・休日の過ごし方を現在形、過去形、未来形（be going to）など時制を正しく使い分けてたずね、答えることができる。

（適切な対話）

・通常の休日の過ごし方（趣味）をたずねたい場合、過去（先週など）の休日の過ごし方をたずねたい場合、休日の予定をたずねたい場合など、場面によって適切な質問をすることができる。

・SPEAKINGでは、最も適切だと思われる語句を選んで、場面に応じて文を創造的に変えて表現することができる。

●理解の能力
（正確な対話）

・休日の過ごし方に関する対話表現（Key Expressions）を正確に理解している。

（適切な対話）

・自然な口調で話された休日に関する質問が正しく理解できる。

・きかれたことに対して、素早く適切に自分の休日の過ごし方を相手に知らせることができる。

●知識・理解

（言語についての知識）

・休日の過ごし方（Key Expressions）に関する文法（POINTS）と単語の発音の強弱（SOUNDS）を正確に理解している。

（文化についての理解）

・教科書p.14に掲載されているように、How do you spend your free time?と質問されたら、趣味について返答すればよいことを理解している。

・趣味として「寝ること」「食べること」は対話表現としてふさわしくないことを知っている。
③話すこと
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・教科書p.15のSPEAKING活動やp.16のINTERVIEW活動で、積極的にクラスメートに質問したり、答えたりしている。

（コミュニケーションの継続）

・うまく言えない表現があっても、知っている単語や語句を使ったり、ジェスチャーを用いたりして発話を継続する工夫をしている。
●表現の能力

（正確な発話）

・tennis, shopping, weekendは第1音節に、again, before, repeatは第2音節に、Saturday, usually beautifulは第1音節にストレスをおいて発音することができる。

・How do you spend～?を使って通常の休日の過ごし方（趣味）をたずねることができる。

・I usually (play)～を使って通常の休日の過ごし方（趣味）を答えることができる。

・What did you do～?を使って、過去の休日の過ごし方をたずねることができる。

・I (played)～を使って、過去の休日の過ごし方を表現することができる。

・What are you going to do～?を使って、休日の過ごし方の予定をたずねることができる。

・I’m going to (see)～を使って、休日の過ごし方を答えることができる。

・現在形、過去形、未来形（be going to～）などの時制を正確に使い分けて発話することができる。

（適切な発話）

・相手の目を見て話すことができる。

・大きな声ではっきりと発話することができる。
●理解の能力
●知識・理解

（言語についての知識）

・通常の休日の過ごし方（趣味）をたずねる場合は現在形、過去の休日の過ごし方をたずねる場合は過去形、休日の過ごし方の予定をたずねる場合はbe going to～?を使って質問することを知っている。

・通常の休日の過ごし方（趣味）を答える場合は現在形、過去の休日の過ごし方を答える場合は過去形、休日の過ごし方の予定を答える場合はbe going to～?を使って応答することを知っている。

・過去形を表すときには、動詞の原型に-(e)dをつける(playedなど)ことを知っている。

・強制が第1音節にある単語、第2音節にある単語をいくつか知っている。

（文化についての理解）

・発話の際には、相手の目を見ることが大切であることを理解している。

・大きな声ではっきりと発話することが大切であることを理解している。
④口頭で発表すること
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・間違うことを恐れず積極的に人前で発表している。

・教科書p. 15の発表原稿を何度も練習し、スムーズに発表できるように主体的に取り組んでいる。

・インタビューしたクラスメートの休日の過ごし方を肯定的に伝えようとしている。

（コミュニケーションの継続）

・発表の途中で詰まったときや、うまく言えない表現があったとき、知っている語句やジェスチャーを用いて発表を継続する工夫をしている。

●表現の能力

（正確な発表）

・she(he) usually (plays)～, she(he) (played), she(he) is going to～の表現を用いて、クラスメートの通常の休日の過ごし方（趣味）、過去の休日の過ごし方、休日の過ごし方の予定をクラス全員に知らせることができる。

・教科書p.16のChallenge（オプション）での原稿を役になったつもりでできるだけ正確な発音、イントネーションを用いてスムーズに発表できる。

（適切な発表）

・クラス全体を見渡しながら、大きな声ではっきりと、普段の対話よりややゆっくり発表できる。
●理解の能力
●知識・理解

（言語についての知識）

・普段の対話の時より、はっきりと発音すること、ややゆっくり発話することを知っている。

・三人称単数現在形の場合は、動詞の原型に-(e)sをつける(playsなど)ことを知っている。

（文化についての理解）

・自分や知り合いの休日の過ごし方を紹介する場合は、謙遜ではなく、肯定的な情報を伝えるべきであることを理解している（「寝る」「食べる」「何もしない」などは避ける）。
